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暴 追 だ よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　公益財団法人岐阜県暴力追放推進センター
ＴＥＬ  ０５８－２７７－１６１３

	  　新年のごあいさつ
       　　　　　　　　      　　　  公益財団法人 岐阜県暴力追放推進センター
                　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事   杉　山　俊　博
　新年明けましておめでとうございます。

　毎日同じように朝日が昇りますが、新しい一年の始まりを思うと、元旦の朝日はなにやら格別な感があります。皆様におかれましても、希望に満ち溢れた新たな年を迎えられ、力強く第一歩を踏み出されたこととお慶び申し上げます。

　昨今における暴力団情勢をみますと、暴力団社会も少子化・高齢化と勢力の大幅な減少が顕著になっています。暴力団対策法の逐次改正や全国津々浦々に施行された暴力団排除条例、平成１９年のいわゆる「政府指針」の公表、官民挙げた暴力団との関係遮断、地域社会における各種暴力団排除活動など、暴力団排除インフラが整備・拡充されたことと、警察力による強力な取締りの相乗効果が目に見える形で随所に現れているといえます。

社会全体での暴力団包囲網が次第に狭まる中で、暴力団は組織実態を隠蔽し活動形態を不透明化させながら、資金獲得活動をより巧妙化・多様化して組織を温存しようとしているものの、「力を恃み」とし、暴力が金を生み、金が暴力を生んできた暴力団にとって現在の状況はまさに氷河期にちがいありません。

　八百万の神が守護する日本では、根っからの悪人はおらず、泥棒にも三分の理を認める風潮がありますが、こと暴力団に限っては社会にとって不要・無用の存在として駆逐しなければなりません。

　暴力団組織の根絶には、人と金を枯渇させていくことが肝要です。

私ども暴追センターでは、県警察や県弁護士会と連携を強化し、それぞれの事業所や地域における暴排気運の醸成、暴排団体に対する支援をはじめ

　　○行政や企業・事業者からの暴力団との関係遮断・排除

　　○反社会的勢力が関与する企業等の排除

　　○暴力団離脱者の社会復帰支援

に全力を傾注したいと考えていますので、引き続き皆様方のご理解とご支援をお願い致します。

　終わりに、暴力団のいない安全と安心が実感できるふるさと岐阜県への力強い歩みと、皆様のご健勝を祈念しまして年頭の挨拶とさせていただきます。

年頭のごあいさつ　　　　　
                　　　　　　　　　　岐阜県警察本部刑事部組織犯罪対策統括官
　西尾　嘉寿

　新年あけましておめでとうございます。

平成29年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　公益財団法人岐阜県暴力追放推進センターをはじめ、暴力団等反社会的勢力排除活動に携わっておられます皆様方には、平素から警察活動の各般にわたり、格別のご理解とご協力を賜り、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　さて、暴力団情勢は、依然として六代目山口組と神戸山口組の対立抗争状態が続いており、昨年も、両団体の事務所に対する銃器発砲事件や車両突入事件等が全国各地で勃発し、岡山、愛知、宮崎、和歌山等の各県では、組員の死傷事件も発生するなど、緊張状況が続いた１年でありました。

抗争は、いつ激化するか分からない、予断を許さない状況が続いており、私ども警察は、総力を挙げ、厳戒態勢で臨んでいるところであります。

県警では、取締りや暴力団事務所等の警戒強化は当然のこと、学校や自治体と連携して、通学時間帯の暴力団事務所付近の警戒やパトロールを実施するとともに、随時、県民の皆様への情報提供を実施するなどして、対立抗争の危険から市民生活の安全を守りながら、抗争の早期防遏（ぼうあつ）と両団体の弱体化・壊滅を図って参りますので、警察活動にどうかご理解とご協力をお願いします。
　公益財団法人岐阜県暴力追放推進センターにおかれましては、昨年、設立２５年を迎えられたわけですが、この間、公益財団法人として適格団体に認定され、暴力団排除活動のみならず、暴力団組織からの離脱・就労支援による社会復帰支援活動、さらには、地域住民の代理として暴力団事務所撤去訴訟への対応など、その活動はますます広がっておられます。

暴力団対策は、暴力団構成員等を排除すれば終わりではなく、その排除した暴力団構成員等を更正させ、再び健全な社会に復帰させることが極めて重要であります。

公益財団法人岐阜県暴力追放推進センターが事務局となる、岐阜県暴力団離脱者社会復帰協議会では、昨年２月に、当県を含む１４都府県の協議会との間で、地縁・血縁の無い地域での再出発を望む、暴力団離脱者への就労支援に関する「広域連携協定」を締結されました。

協定発足後にも、新たに５県の協議会が加入し、現在、１９都府県で運用しておりますが、この協定は、地元での就労困難により、離脱を躊躇している構成員の離脱を促進するものとして、その効果に期待が寄せられているものであり、県警察と致しましては、このように、積極的に暴力団排除活動をはじめ、離脱支援、就労支援を推進される岐阜県暴力追放推進センターを全面支援して参りますとともに、岐阜県弁護士会民事介入暴力被害者救済センターなどの関係機関と連携して、暴力団対策をより一層推進して参りますので、今後とも県民の皆様方には、ご支援とご協力を宜しくお願い申し上げます。

終わりに、皆様方のご健康とご多幸を祈念申し上げ、年頭のあいさつとさせていただきます。

女房の力
　
おめでとうございます。

　新年ですので日頃お世話になっている奥様の話をしたいと思います。
ヤクザにも当然家庭があり、女房子供もいます。

　その子供にもいろいろあって、親父と同じように後を継いでヤクザになったり、不良になったりする子もいれば、逆に親父を反面教師として、絶対親父のようにはなるまいと、真面目にしっかりと生活している子供もおります。

　どちらかというと両極端の場合が多いようです。

　ではこのように、不良と真面目になる子の差はいったい何でしょうか。

　その子供それぞれの育つ過程での環境の差や、生まれ持った資質の差もあろうかと思います。
しかし、私のつたない経験からなので一概には言えませんが、どうも母親がその鍵を握っているように思います。

　ヤクザも私たちと同様で、奥さんをないがしろにしてワンマン極まりない者もおりますし、全く尻に敷かれている者もおります。

　それは、ヤクザの肩書きとはあまり関係がありません。

ただ、立派な親分になればなるほどその女房も「姉御」としての風格や実力を求められ、親分同様に子分から慕われることがあります。

誇張されてはいますが、映画の｢極道の妻たち｣などで描かれております。

実際、典型的なのが山口組三代目の妻であり、三代目亡き後において若頭人事に介入し、組の運営についてもかなり影響力を持っていました。

過去には、夫の組を次いで組長になってしまったという女房もいたほどです。
　若い頃に懲役に行ってしまい、子育ては任せっきり。それに女遊び、見栄を張るための金の工面など、ヤクザは奥さんにたいへん苦労をかけています。

　ですから、その分強い女房も生まれるわけです。

　下っ端のヤクザの女房の多くは、旦那に愛想をつかせて離婚、または高い手切れ金を払って別れる者もおりますが、そうした中しっかりと家庭を守り、旦那をコントロールしている奥さんもおります。

　そういう、奥さんがしっかりしている家庭の子は旦那がチャランポランでも比較的真っ直ぐ育っている子が多いように感じます。

　皆さんの家庭はどうでしょう。

　子供の出来が悪いのは女房のせい、出来の良いのは俺様のおかげでしょうか。
　お正月です、自戒を込め、改めて一度奥様の苦労を考えてみるのも大切かと思います。

年別相談受理件数
　　当センターにおける、平成２８年中の相談受理件数は下記の表の通りです。
　　年別相談受理件数
年
H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

受理件数
518

543

603

604

609

620

636

782
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暴力団離脱者に対する社会復帰支援
　　暴力団を離脱した者に対する就労支援の広域協定が、昨年２月５日当県を含む１４都府県間で結ばれました。

その後、５県が新たに加入し１９都府県となりました。
この協定は、暴力団を離脱した後、地元で就職することが困難な者に対して、他の都府県が情報提供や補助面で協力し、より深く、よりスムーズに支援ができるようにお互いに協定を結んだものです。
　　広域協定参加都府県　
　　H28  2/5   東京・茨城・群馬・神奈川・静岡・岐阜・愛知・三重・大阪
　　　　　　　  鳥取・高知・福岡・佐賀・鹿児島

　　　　　2/12  青森   　3/25  熊本　　　6/24  愛媛　　　11/9  兵庫
　　　　　11/24 広島
弁護士による無料相談
　　暴力団員、暴力団風の者、悪質クレーマー等の絡む相談を受け付けています。相談は無料です。秘密は厳守します。お悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
　　　日　時　  毎週水曜日　午後２時～午後４時
　　　場　所　  岐阜市小柳町１８番３　暴追センタービル２階
　 相談料　  無 料
　 相談担当　岐阜県弁護士会民事介入暴力被害者救済センター所属弁護士

　　　　　　 暴追センター相談委員帯同　
相談方法　面接相談・電話相談
相談電話　０５８－２６４－６７６４
お知らせ
　　○　今年の暴排カレンダーは、ネットワーク№４９と一緒に皆様方に送付させていただきましたが、追加ご希望の方はご遠慮なくお電話下さい。　　　　
　０５８－２７７－１６１３　直井
〇　今年の『第２６回暴力追放岐阜県民大会』は７月２６日（水）
　　 　　不二羽島文化センター・スカイホールにおいて開催予定です。　


